
1
　
「
始
め
」
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
問
題
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

2
　
問
題
は
、
こ
の
冊
子
の
中
の
1
〜
6
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

3
　
答
案
用
紙
に
は
、
受
付
番
号
を
記
入
し
な
さ
い
。
氏
名
を
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

4
　
答
案
用
紙
の
答
の
欄
に
答
え
を
記
入
し
な
さ
い
。
採
点
欄
に
記
入
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

5
　
答
え
を
記
入
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
示
し
て
あ
る
【
答
の
番
号
】
と
、
答
案
用
紙
の

【
答
の
番
号
】
と
が
一
致
す
る
よ
う
に
注
意
し
な
さ
い
。

6
　
答
え
を
記
号
で
選
ぶ
と
き
は
、
答
案
用
紙
の
答
の
欄
の
当
て
は
ま
る
記
号
を
○
で
囲
み
な
さ
い
。

答
え
を
訂
正
す
る
と
き
は
、
も
と
の
○
を
き
れ
い
に
消
す
か
、
そ
れ
に

を
つ
け
な
さ
い
。

7
　
答
え
を
記
述
す
る
と
き
は
、
丁
寧
に
書
き
な
さ
い
。

8
　
字
数
制
限
が
あ
る
場
合
は
、
句
読
点
や
符
号
な
ど
も
一
字
に
数
え
な
さ
い
。

9
　
答
え
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
次
の
解
答
例
を
見
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。

解
答
上
の
注
意

共
通
学
力
検
査

国

語

令
和
三
年
度
　
京
都
府
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

前
期
選
抜
学
力
検
査

一
　
木
曜
日
の
翌
日
は
何
曜
日
か
、
漢
字
一
字
で

書
け
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号
【 1】

二
　
次
の
問
い
（ 1）
・
（ 2）
に
答
え
よ
。

（ 1）
　
北
と
反
対
の
方
角
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
次
の
（
ア
）〜（
ウ
）
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号
【 2】

（
ア
）　
東
　
　（
イ
）　
西
　
　（
ウ
）　
南

（ 2）
　
奇
数
を
、
次
の
（
ア
）〜（
オ
）
か
ら
す
べ
て

選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号
【 3】

（
ア
）　
1
　
　（
イ
）　
2
　
　（
ウ
）　
3

（
エ
）　
4
　
　（
オ
）　
5

解
答
例

二
一

答
の
番
号

問
題
番
号

採
点
欄

答

　の

　欄

（1）（ 2）

【 1】【 2】【 3】

【 1】【 2】【 3】

ア
イ
ウ
エ
オ

ア

　イ

　ウ
曜
日

国　語
受 付 番 号

共通学力検査
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1

次
の
文
章
を
読
み
、
問
い
（ 1）
～
（ 8）
に
答
え
よ
。（
17
点
）

一

（
鷲わ
し

田だ

清き
よ

一か
ず

「〈
ひ
と
〉
の
現
象
学
」
に
よ
る
）

注＊
反
撥
…
「
反
発
」
と
同
じ
。
　
　
　
　
　
　
＊
リ
ア
リ
テ
ィ
…
現
実
味
。

＊
放
埒
…
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
さ
ま
。
　
　
　
＊
セ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
…
自
分
本
位
の
。

＊
明
治
の
人
び
と
…
本
文
よ
り
前
の
部
分
で
、
明
治
の
人
び
と
に
よ
っ
て
英
語
の
語
彙
の
訳
語
が
世
間
に

定
着
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

＊
訝
っ
た
…
不
審
に
思
っ
た
。

＊
デ
カ
ル
ト
…
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
。
本
文
の
「
わ
た
し
が
わ
た
し
の
生
の
主
宰
者
で
あ
る
」
は
デ
カ
ル

ト
の
言
葉
を
引
用
し
た
も
の
。

（ 1）
　
本
文
中
の
　
口
の
端
に
上
る
　
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
Ⅰ
群
︵
ア
︶～

︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
ま
た
、
本
文
中
の
　
も
っ
ぱ
ら
　
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
、
後
の
Ⅱ
群
︵
カ
︶～︵
ケ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【 1】

a

h

【
下
へ
つ
づ
く
】
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2

Ⅰ
群

︵
ア
︶　
話
題
に
な
る
　
　
　
　
　
　
　︵
イ
︶　
議
論
に
な
る

︵
ウ
︶　
想
定
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　︵
エ
︶　
換
言
さ
れ
る

Ⅱ
群

︵
カ
︶　
当
た
り
前
の
よ
う
に
　
　
　
　︵
キ
︶　
大
胆
に

︵
ク
︶　
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
　
　
　︵
ケ
︶　
ひ
た
す
ら
に

（ 2）
　
本
文
中
の
　
前
者
　
・
　
後
者
　
が
指
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
用
い
ら
れ
る

「
自
由
」
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【 2】

︵
ア
︶　
他
者
に
拘
束
さ
れ
て
い
な
い
条
件
に
お
い
て
、
理
性
的
な
主
張
を
す
る
と
き
。

︵
イ
︶　
他
者
に
制
限
さ
れ
な
い
、
自
己
の
感
情
の
ま
ま
の
行
動
を
理
屈
づ
け
る
と
き
。

︵
ウ
︶　
他
者
か
ら
の
支
配
に
抵
抗
し
、
そ
の
支
配
か
ら
の
解
放
を
要
求
す
る
と
き
。

︵
エ
︶　
他
者
か
ら
の
圧
力
を
や
む
を
得
ず
受
け
入
れ
、
了
承
す
る
と
き
。

（ 3）
　
本
文
中
の
　
侵
さ
れ
て
　
の
漢
字
の
部
分
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
け
。
　
…
…
答
の
番
号

【 3】

（ 4）
　
本
文
中
の

に
入
る
最
も
適
当
な
表
現
を
、
次
の
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【 4】

︵
ア
︶　
「
自
己
」
の
持
つ
権
利
を
制
限
す
る
働
き
も
あ
る

︵
イ
︶　
「
固
有
の
も
の
」
と
し
て
の
役
割
が
組
み
込
ま
れ
る

︵
ウ
︶　
「
権
利
」
と
い
う
概
念
契
機
も
本
質
的
に
含
ま
れ
て
い
る

︵
エ
︶　
「
個
人
」
と
い
う
概
念
の
認
識
が
根
底
に
内
包
さ
れ
て
い
る

（ 5）
　
本
文
中
の
　
交
わ
り
　
の
品
詞
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
Ⅰ
群
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か

ら
一
つ
選
べ
。
ま
た
、　
交
わ
り
　
と
同
じ
品
詞
が
波
線
部
（
　
　
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も

の
を
、
後
の
Ⅱ
群
︵
カ
︶～︵
ケ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【 5】

Ⅰ
群

︵
ア
︶　
動
詞
　
　︵
イ
︶　
名
詞
　
　︵
ウ
︶　
形
容
詞
　
　︵
エ
︶　
連
体
詞

Ⅱ
群

︵
カ
︶　
こ
れ
で
一
日
の
仕
事
が
終
わ
り
ま
す
。

︵
キ
︶　
窓
か
ら
明
る
い
光
が
差
し
込
む
。

︵
ク
︶　
春
に
は
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

︵
ケ
︶　
友
人
と
あ
る
店
で
待
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

（ 6）
　
本
文
中
の
　
「
権
利
」
と
し
て
あ
る
も
の
　
に
つ
い
て
、
本
文
で
は
「
権
利
」
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
段
の
︵
ア
︶～

︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
　

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【 6】

b

c

de

e

f

︵
ア
︶　
自
己
と
他
者
が
個
別
に
持
っ
て
い
る
も
の
や
考
え
の
中
で
、
す
べ
て
の
ひ
と
が
理
解
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
道
理
に
か
な
っ
た
も
の
。

︵
イ
︶　
自
己
が
備
え
て
い
る
、
他
者
と
単
純
に
は
共
有
で
き
な
い
生
存
や
所
有
に
関
わ
る
も
の

の
中
で
、
自
己
に
と
っ
て
正
当
化
可
能
な
理
屈
を
退
け
た
も
の
。

︵
ウ
︶　
自
己
と
他
者
の
衝
動
や
欲
望
が
衝
突
し
て
新
た
に
生
じ
る
も
の
の
中
で
、
互
い
に
許
容

す
る
こ
と
で
、
世
間
一
般
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。

︵
エ
︶　
自
己
に
属
す
る
意
志
や
生
命
、
身
体
な
ど
の
中
で
、
他
者
が
必
然
性
の
な
い
も
の
だ
と

判
断
し
て
も
、
自
己
に
と
っ
て
必
然
性
の
あ
る
も
の
。

（ 7）
　
本
文
中
の
　
受
け
て
い
な
い
　
は
、
二
つ
の
文
節
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
節
ど

う
し
の
関
係
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【 7】

︵
ア
︶　
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
　
　
　︵
イ
︶　
接
続
の
関
係

︵
ウ
︶　
主
語
・
述
語
の
関
係
　
　
　
　︵
エ
︶　
補
助
の
関
係

（ 8）
　
次
の
会
話
文
は
、
章
太
さ
ん
と
理
奈
さ
ん
が
本
文
を
学
習
し
た
後
、
本
文
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
、
後
の
問
い
㊀
・
㊁
に
答
え
よ
。

章
太
　
　
本
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
自
由
」
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
か
た
ち
が
成
立
す

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
個
人
は
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
か
な
。

理
奈
　
　
「
自
由
な
意
志
」
の
存
在
を
条
件
と
し
て
、
そ
こ
に
、
自
分
自
身
が

Ａ

に
よ
っ
て
「
自
由
」
の
基
本
的
な
か
た
ち
は
成
立
す
る
と
、
本
文
か
ら
読
み
取
れ

る
よ
。

章
太
　
　
そ
う
だ
ね
。
そ
の
よ
う
に
し
て
「
自
由
」
が
成
立
す
る
と
考
え
る
と
、
自
己
の

意
志
が
、
生
き
て
い
く
上
で
、

Ｂ

の
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
当
て
は
ま
る
と

「
不
自
由
」
だ
と
す
る
筆
者
の
主
張
に
も
納
得
が
い
く
ね
。

㊀
　
会
話
文
中
の

Ａ

に
入
る
最
も
適
当
な
表
現
を
、
本
文
中
か
ら
十
四
字
で
抜
き
出

し
、
初
め
と
終
わ
り
の
三
字
を
書
け
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【 8】

㊁
　
会
話
文
中
の

Ｂ

に
入
る
適
当
な
表
現
を
、
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
十
五
字

以
上
︑
二
十
五
字
以
内
で
書
け
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【 9】

下
書
き
用

g

15

25

【
裏
へ
つ
づ
く
】
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3

（
鶴つ
る

岡お
か

真ま

弓ゆ
み

「
芸
術
人
類
学
講
義
」
に
よ
る
…
…
一
部
省
略
が
あ
る
）

次
の
文
章
を
読
み
、
問
い
（ 1）
～
（ 8）
に
答
え
よ
。（
20
点
）

（
1
～
11
は
、
各
段
落
の
番
号
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。）

二

【
下
へ
つ
づ
く
】
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4

注＊
フ
ァ
イ
ン
・
ア
ー
ト
…
絵
画
・
彫
刻
・
建
築
な
ど
の
視
覚
芸
術
。

＊
後
漢
書
…
中
国
の
後
漢
時
代
を
記
し
た
歴
史
書
。
　
　
　
＊
技
藝
…
美
術
・
工
芸
な
ど
の
技
術
。

＊
肉
薄
…
核
心
に
迫
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
＊
思
惟
…
心
に
深
く
考
え
思
う
こ
と
。

＊
箴
言
…
い
ま
し
め
と
な
る
こ
と
ば
。
　
　
　
＊
サ
イ
エ
ン
ス
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
…
科
学
と
技
術
。

＊
レ
ン
ジ
…
範
囲
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
フ
ィ
ジ
カ
ル
…
物
質
的
。

＊
ラ
イ
オ
ン
・
マ
ン
…
ド
イ
ツ
で
発
見
さ
れ
た
世
界
最
古
の
動
物
彫
刻
。

＊
レ
オ
ナ
ル
ド
…
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
。
イ
タ
リ
ア
の
画
家
、
科
学
者
。「
大
洪
水
」
の
作
者
。

＊
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
…
ド
イ
ツ
の
画
家
。「
即
興
」
の
作
者
。

＊
俎
上
…
ま
な
い
た
の
上
。
相
手
の
な
す
が
ま
ま
に
ま
か
せ
る
ほ
か
な
い
よ
う
な
状
態
の
た
と
え
。

＊
工
人
…
も
の
を
つ
く
る
職
人
。
　
　
　
　
　
＊
匠
…
も
の
を
つ
く
る
こ
と
。

（ 1）
　
本
文
中
の
　
語
源
　
の
熟
語
の
構
成
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

Ⅰ
群
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
ま
た
、　
語
源
　
と
同
じ
構
成
の
熟
語
を
、
後
の
Ⅱ
群

︵
カ
︶～︵
ケ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【10】

Ⅰ
群

︵
ア
︶　
上
の
漢
字
と
下
の
漢
字
が
似
た
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

︵
イ
︶　
上
の
漢
字
と
下
の
漢
字
の
意
味
が
対
に
な
っ
て
い
る
。

︵
ウ
︶　
上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修
飾
し
て
い
る
。

︵
エ
︶　
下
の
漢
字
が
上
の
漢
字
の
目
的
や
対
象
を
表
し
て
い
る
。

Ⅱ
群

︵
カ
︶　
抑
揚
　
　︵
キ
︶　
握
手
　
　︵
ク
︶　
装
飾
　
　︵
ケ
︶　
実
行

（ 2）
　
本
文
中
の
　
「
仮
象
」
　
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
︵
ア
︶～

︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【11】

︵
ア
︶　
人
間
が
自
然
物
か
ら
得
た
素
材
で
造
り
あ
げ
た
も
の
で
、「
自
然
そ
の
も
の
」
と
同
一

と
は
い
え
な
い
も
の
。

︵
イ
︶　
人
間
が
自
然
物
か
ら
着
想
を
得
て
造
り
あ
げ
た
も
の
で
、「
自
然
そ
の
も
の
」
を
詳
し

く
調
べ
、
再
構
成
す
る
能
力
を
人
間
に
も
た
ら
す
も
の
。

︵
ウ
︶　
人
間
が
自
然
物
に
対
抗
し
て
造
り
あ
げ
た
も
の
で
、「
自
然
そ
の
も
の
」
と
共
通
す
る

特
徴
を
持
た
な
い
も
の
。

︵
エ
︶　
人
間
が
自
然
物
に
頼
ら
ず
造
り
あ
げ
た
も
の
で
、「
自
然
そ
の
も
の
」
よ
り
も
生
活
を

豊
か
に
す
る
も
の
。

a

a

b

（ 3 ）
　
本
文
中
の
　
削
る
　
の
活
用
の
種
類
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
Ⅰ
群
︵
ア
︶～

︵
ウ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
ま
た
、　
削
る
　
と
同
じ
活
用
の
種
類
で
あ
る
動
詞
を
、
後
の
Ⅱ
群

︵
カ
︶～︵
サ
︶
か
ら
す
べ
て
選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【12】

Ⅰ
群

︵
ア
︶　
五
段
活
用
　
　
　︵
イ
︶　
上
一
段
活
用
　
　
　︵
ウ
︶　
下
一
段
活
用

Ⅱ
群

︵
カ
︶　
繕
う
　
　
　
　
　︵
キ
︶　
寝
る
　
　
　
　
　
　︵
ク
︶　
勧
め
る

︵
ケ
︶　
満
ち
る
　
　
　
　︵
コ
︶　
辞
す
る
　
　
　
　
　︵
サ
︶　
静
ま
る

（ 4）
　
本
文
中
の
　
「
芸
術
」
は
、
ほ
か
の
「
術
」
と
何
が
異
な
る
の
で
し
ょ
う
か
　
に
つ
い
て
、

本
文
で
は
ど
の
よ
う
な
点
が
異
な
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【13】

︵
ア
︶　
「
芸
術
」
は
人
類
の
生
死
の
問
題
を
解
消
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
が
行
っ
て
き
た

工
作
を
世
代
を
超
え
て
継
続
さ
せ
る
人
類
の
営
み
で
も
あ
り
、
人
類
に
将
来
へ
の
大
き
な

希
望
を
い
だ
か
せ
る
と
い
う
点
。

︵
イ
︶　
「
芸
術
」
は
医
術
に
よ
っ
て
個
人
の
生
命
時
間
を
解
決
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
上
で
、

人
類
が
抱
え
る
主
題
そ
の
も
の
を
見
つ
め
て
い
こ
う
と
す
る
営
み
で
あ
り
、
時
間
や
場
所

に
関
わ
ら
ず
持
続
的
に
影
響
を
与
え
て
い
く
力
を
持
つ
と
い
う
点
。

︵
ウ
︶　
「
芸
術
」
は
目
前
の
事
態
に
貢
献
す
る
手
立
て
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
過
去
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
人
類
が
直
面
し
て
き
た
主
題
に
向
き
合
う
営
み
で
あ
り
、
そ
の
営
み
に
よ

り
個
人
の
生
命
を
生
起
・
循
環
さ
せ
て
き
た
と
い
う
点
。

︵
エ
︶　
「
芸
術
」
は
個
人
の
生
き
て
い
る
時
間
や
場
所
に
生
じ
る
困
難
に
限
ら
ず
、
人
類
に

と
っ
て
普
遍
的
な
主
題
に
焦
点
を
当
て
て
工
作
す
る
営
み
で
あ
り
、
今
と
い
う
物
理
的
な

制
約
を
超
え
て
続
い
て
い
く
と
い
う
点
。

（ 5）
　
本
文
中
の
　
示
唆
　
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
け
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【14】

（ 6）
　
本
文
中
の
　
保
シ
ョ
ウ
　
の
片
仮
名
の
部
分
を
漢
字
に
直
し
、
楷
書
で
書
け
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【15】

c

c

def

【
裏
へ
つ
づ
く
】
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5

㊀
　
会
話
文
中
の

Ａ

に
入
る
最
も
適
当
な
表
現
を
、
次
の
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
一
つ

選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【17】

︵
ア
︶　
人
類
は
大
自
然
の
中
に
お
い
て
無
力
な
存
在
な
の
で
、
限
ら
れ
た
生
命
時
間
の
中
で

文
明
を
発
達
さ
せ
自
然
を
変
化
さ
せ
た
と
知
る

︵
イ
︶　
人
類
は
大
自
然
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
生
命
時
間
の
中

で
生
き
て
い
る
と
気
づ
く

︵
ウ
︶　
人
類
は
限
ら
れ
た
生
命
時
間
の
中
で
文
明
を
発
達
さ
せ
て
き
た
の
で
、
大
自
然
と
と

も
に
生
き
る
方
法
を
見
い
だ
し
て
き
た
と
悟
る

︵
エ
︶　
人
類
は
限
ら
れ
た
生
命
時
間
の
中
で
生
き
る
存
在
で
あ
り
、
大
自
然
と
同
じ
立
場
で

生
き
抜
い
て
い
る
と
感
じ
る

㊁
　
会
話
文
中
の

Ｂ

に
入
る
適
当
な
表
現
を
、
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
十
五
字

以
上
︑
二
十
五
字
以
内
で
書
け
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【18】

下
書
き
用

㊂
　
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
　
と
き
の
一
般
的
な
注
意
点
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次

の
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【19】

︵
ア
︶　
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
手
段
を
、
調
べ
た
い
内
容
に
応
じ
て

用
い
る
。

︵
イ
︶　
「
課
題
（
テ
ー
マ
）」「
調
査
の
方
法
」「
調
査
の
結
果
」「
考
察
」「
参
考
資
料
」
の

項
目
を
立
て
て
、
全
体
を
ま
と
め
る
。

︵
ウ
︶　
調
査
し
た
内
容
は
、
ま
と
ま
り
ご
と
に
小
見
出
し
を
付
け
て
、
自
分
が
考
え
た
こ
と

や
感
じ
た
こ
と
を
中
心
に
書
く
。

︵
エ
︶　
文
章
だ
け
で
な
く
グ
ラ
フ
や
表
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
効
果
的
に
伝
わ
る
方
法
を
用

い
て
ま
と
め
る
。

15

25

（ 7 ）
　
本
文
に
お
け
る
段
落
の
働
き
を
説
明
し
た
文
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
︵
ア
︶～

︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【16】

︵
ア
︶　
1
段
落
は
、
話
題
の
導
入
と
な
る
事
実
を
確
認
し
、
2
段
落
は
、
筆
者
の
主
張
に

つ
な
が
る
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

︵
イ
︶　
4
段
落
は
、
3
段
落
の
内
容
を
踏
ま
え
て
問
題
を
提
起
し
、
さ
ら
に
論
を
展
開
さ

せ
て
い
る
。

︵
ウ
︶　
10
段
落
は
、
8
・
9
段
落
の
内
容
を
否
定
す
る
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
こ
と

で
、
新
た
な
主
張
を
提
示
し
て
い
る
。

︵
エ
︶　
11
段
落
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
論
を
補
強
し
、
全
体
を
ま
と

め
て
い
る
。

（ 8）
　
太
郎
さ
ん
と
花
子
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で
は
本
文
を
学
習
し
た
後
、
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
の
会
話
文
は
、
太
郎
さ
ん
と
花
子
さ
ん
が
話
し
合
っ

た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
、
下
段
の
問
い
㊀
～
㊂
に
答
え
よ
。

太
郎
　
　
本
文
で
は
、「
芸
術
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
ね
。
9
段
落
に
「
こ
の

真
理
に
触
れ
て
表
現
さ
れ
て
き
た
作
品
と
し
て
同
一
な
の
で
す
」
と
あ
る
け
れ

ど
、「
こ
の
真
理
に
触
れ
」
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
か
な
。

花
子
　
　

Ａ

こ
と
だ
と
本
文
か
ら
分
か
る
よ
。「
芸
術
」
は
こ
う
し
た
真
理
を
受
け

入
れ
て
表
現
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
、
具
体
的
な
芸
術
作
品
を
あ
げ
て
述
べ
ら
れ
て

い
た
ね
。

太
郎
　
　
そ
う
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
、
人
類
は
「
芸
術
」
と
い
う
営
み
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に

生
き
抜
い
て
き
た
の
だ
っ
た
か
な
。

花
子
　
　
本
文
か
ら
、
人
類
は
「
こ
の
真
理
に
触
れ
」
た
こ
と
に
よ
っ
て
恐
怖
を
感
じ
つ

つ
も
、

Ｂ

と
を
持
ち
、
工
人
と
し
て
「
芸
術
」
を
営
ん
で
き
た
こ
と
が
分

か
る
ね
。

太
郎
　
　
そ
う
だ
ね
。
人
類
は
「
創
造
す
る
ヒ
ト
」
と
し
て
、
光
を
求
め
る
よ
う
に
明
日

へ
と
向
か
っ
て
生
き
て
き
た
ん
だ
ね
。
今
ま
で
「
芸
術
」
に
つ
い
て
深
く
考
え
た

こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
も
し
ろ
く
感
じ
た
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
「
芸

術
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
ね
。
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6

（ 3）
　
本
文
中
の

に
入
る
最
も
適
当
な
語
を
、
次
の
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【22】

︵
ア
︶　
大
船
　
　
　︵
イ
︶　
国
王
　
　
　︵
ウ
︶　
羊
一
疋
　
　
　︵
エ
︶　
皆

（ 4）
　
本
文
か
ら
は
、
本
文
中
の
　
」
　
に
対
応
す
る
か
ぎ
括
弧
（
「
）
が
抜
け
て
い
る
。
こ
の

か
ぎ
括
弧
（
「
）
が
入
る
箇
所
の
、
直
後
の
二
字
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
書
け
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【23】

（ 5）
　
次
の
会
話
文
は
、
本
文
に
つ
い
て
広
斗
さ
ん
と
先
生
が
交
わ
し
た
会
話
の
一
部
で
あ
る
。
こ

れ
を
読
み
、
後
の
問
い
㊀
・
㊁
に
答
え
よ
。

先
生
　
　
こ
れ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
説
話
「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
を
翻
訳
し
た
も
の
で
、

主
人
公
の
い
そ
保
の
逸
話
に
は
外
国
を
舞
台
と
し
た
も
の
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

広
斗
　
　
だ
か
ら
、
こ
の
本
文
に
は
エ
ジ
プ
ト
の
国
王
が
登
場
す
る
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ

で
、
本
文
に
あ
る
、
い
そ
保
の
「
才
覚
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

先
生
　
　
そ
れ
は
、
い
そ
保
が
創
作
し
た
話
の
中
の

Ａ

時
間
で
、

Ｂ

時
間

を
作
り
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
分
か
り
ま
す
ね
。

広
斗
　
　
な
る
ほ
ど
。
つ
ま
り
本
文
全
体
を
通
し
て
、
い
そ
保
が

Ｃ

が
、
い
そ
保

の
「
才
覚
」
な
ん
で
す
ね
。

㊀
　
会
話
文
中
の

Ａ

・

Ｂ

に
入
る
適
当
な
表
現
を
、
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

Ａ

は
五
字
以
上
︑
八
字
以
内
で
、

Ｂ

は
三
字
以
上
︑
五
字
以
内
で
書
け
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【24】

　
　
下
書
き
用

A

B

㊁
　
会
話
文
中
の

Ｃ

に
入
る
最
も
適
当
な
表
現
を
、
次
の
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
一
つ

選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【25】

︵
ア
︶　
国
王
の
要
求
に
応
じ
て
毎
夜
、
新
た
な
物
語
を
語
っ
た
点

︵
イ
︶　
自
分
自
身
と
国
王
の
欲
求
を
同
時
に
か
な
え
る
話
を
作
っ
た
点

︵
ウ
︶　
国
王
の
願
望
に
そ
っ
た
話
を
す
る
こ
と
で
国
王
を
納
得
さ
せ
た
点

︵
エ
︶　
自
分
自
身
の
望
み
を
か
な
え
る
た
め
に
意
図
的
に
国
王
を
怒
ら
せ
た
点

c

5

8

3

5

次
の
文
章
は
、「
伊い

曾そ

保ほ

物も
の

語が
た
り

」
の
一
節
で
あ
る
。
注
を
参
考
に
し
て
こ
れ
を
読
み
、
問
い

（ 1）
～
（ 5）
に
答
え
よ
。（
13
点
）

（「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
よ
る
）

注＊
去
ほ
ど
に
…
さ
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
ね
た
な
を
国
王
…
エ
ジ
プ
ト
の
国
王
。

＊
い
そ
保
…
人
物
名
。
本
文
中
の
「
伊
曾
ほ
」「
い
そ
ほ
」
も
同
一
人
物
。

＊
語
ら
ひ
…
話
し
相
手
に
し
て
。

＊
奇
怪
な
り
…
許
し
が
た
い
こ
と
だ
。

＊
叡
…
国
王
の
行
動
や
考
え
に
敬
意
を
表
す
語
。
　
　
　
＊
か
ち
…
徒
歩
。

＊
汀
…
水
に
接
す
る
所
。

＊
睡
眠
狼
藉
也
…
眠
る
の
は
無
礼
だ
。

＊
綸
言
…
国
王
の
こ
と
ば
。

（ 1）
　
本
文
中
の
波
線
部
（
　
　
）
の
う
ち
、
平
仮
名
の
部
分
が
現
代
仮
名
遣
い
で
書
い
た
場
合
と

異
な
る
書
き
表
し
方
を
含
ん
で
い
る
も
の
を
、
次
の
︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
ま
た
、

本
文
中
の
　
か
な
は
ず
　
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
す
べ
て
現
代
仮
名

遣
い
に
直
し
て
、
平
仮
名
で
書
け
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【20】

︵
ア
︶　
夜
ふ
け
て
　
　︵
イ
︶　
羊
を
飼
ふ
　
　︵
ウ
︶　
せ
ん
か
た
な
く
　
　︵
エ
︶　
そ
の
ひ
ま

（ 2）
　
本
文
中
の
　
船
を
も
と
む
る
に
よ
し
な
し
　
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

︵
ア
︶～︵
エ
︶
か
ら
一
つ
選
べ
。
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
答
の
番
号

【21】

︵
ア
︶　
船
を
見
つ
け
た
の
で
、
探
す
必
要
が
な
い

︵
イ
︶　
船
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
お
金
が
な
く
な
っ
た

︵
ウ
︶　
船
を
探
し
求
め
て
い
た
間
に
、
使
う
理
由
が
な
く
な
っ
た

︵
エ
︶　
船
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
方
法
が
見
つ
か
ら
な
い

三

a
b

【
国
語
お
わ
り
】
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共 

通 

学 

力 

検 

査
　
国
語
答
案
用
紙

共通学力検査

国　語

受 付 番 号

得　　　　点

問
題
番
号

答
の
番
号

答

の

欄

採
点
欄

一

（ １）

【 １】

Ⅰ	

ア	

イ	

ウ	

エ

Ⅱ	

カ	

キ	

ク	

ケ

【 １】

（ ２）

【 ２】

b	

ア	

イ	

ウ	

エ

c	

ア	

イ	

ウ	

エ

【 ２】

（ ３）

【 ３】

さ
　
れ
　
て

【 ３】

（ ４）

【 ４】

	
ア	

イ	

ウ	

エ

【 ４】

（ ５）

【 ５】

Ⅰ	

ア	
イ	

ウ	

エ

Ⅱ	

カ	

キ	

ク	

ケ

【 ５】

（ ６）

【 ６】

	

ア	

イ	

ウ	

エ

【 ６】

（ ７）

【 ７】

	

ア	
イ	

ウ	

エ

【 7】

（ 8）

㊀

【 ８】

～

【 8】

㊁

【 ９】

　

【 9】

二

（ 1）

【10】

Ⅰ	

ア	

イ	

ウ	

エ

Ⅱ	

カ	
キ	

ク	

ケ

【10】

（ 2）

【11】

	

ア	

イ	

ウ	

エ

【11】

（ 3）

【12】

Ⅰ	

ア	

イ	

ウ

Ⅱ	

カ	

キ	

ク	

ケ	
コ	

サ

【12】

（ 4）

【13】

	

ア	

イ	

ウ	

エ

【13】

（ 5）

【14】

　

【14】

（ 6）

【15】

保

【15】

（ 7）

【16】

	

ア	

イ	

ウ	

エ

【16】

（ 8）

㊀

【17】

	

ア	

イ	

ウ	

エ

【17】

㊁

【18】

　

【18】

㊂

【19】

	

ア	

イ	

ウ	

エ

【19】

三

（ １）

【20】

	

ア	

イ	

ウ	

エ

【20】

（ ２）

【21】

	

ア	

イ	

ウ	

エ

【21】

（ ３）

【22】

	

ア	

イ	

ウ	

エ

【22】

（ 4）

【23】

【23】

（ 5）

㊀

【24】

　

　

　

　

【24】

㊁

【25】

	

ア	

イ	

ウ	

エ

【25】

15

25

15

25

Ａ

5

8

Ｂ

3

5
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共 

通 

学 

力 

検 

査
　
国
　
語
　
正
　
答
　
表

問
題
番
号

答
の
番
号

答

の

欄

備
考
欄

配
点

一

（ １）

【 １】

Ⅰ	

㋐			




Ⅱ				





㋘

【 １】

2
（
各
1
）

（ ２）

【 ２】

b			




㋒	

c		


㋑		


【 ２】

完
全
解
答

2

（ ３）

【 ３】

さ
　
れ
　
て

【 ３】

1

（ ４）

【 ４】

			




㋒	

【 ４】

2

（ ５）

【 ５】

Ⅰ		


㋑		


Ⅱ			




㋗	

【 ５】

完
全
解
答

2

（ ６）

【 ６】

	

㋐			




【 ６】

2

（ ７）

【 ７】

				





㋓

【 7】

2

（ 8）

㊀

【 ８】

一
つ
の
～
る
こ
と

【 8】

2

㊁

【 ９】

（
例
）

他
者
に
制
限
さ
れ
る
か
、
他
者
の
意
志

に
依
存
す
る
か

【 9】

2

二

（ 1）

【10】

Ⅰ			




㋒	

Ⅱ				





㋘

【10】

完
全
解
答

2

（ 2）

【11】

	

㋐			




【11】

2

（ 3）

【12】

Ⅰ	

㋐		


Ⅱ	

㋕					







㋚

【12】

完
全
解
答

2

（ 4）

【13】

				





㋓

【13】

2

（ 5）

【14】

し

さ

【14】

1

（ 6）

【15】

保

【15】

2

（ 7）

【16】

			




㋒	

【16】

2

（ 8）

㊀

【17】

		


㋑		


【17】

2

㊁

【18】

（
例
）

有
限
の
命
を
慈
し
む
気
持
ち
と
、
無
限

の
存
在
に
対
す
る
憧
れ

【18】

3

㊂

【19】

			




㋒	

【19】

2

三

（ １）

【20】

	
	

㋑		


か
な
わ
ず

【20】

2
（
各
1
）

（ ２）

【21】

				





㋓

【21】

2

（ ３）

【22】

			




㋒	

【22】

2

（ 4）

【23】

近
き

【23】

2

（ 5）

㊀

【24】

羊
を
一
匹
ず
つ
渡
す

自
分
の
眠
る

【24】

3

㊁

【25】

		


㋑		


【25】

2

お
　
か
　

15

25

障

15

25

（
例
）Ａ

5

8

Ｂ

（
例
）

3

5
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